
秋田大学教育文化学部附属特別支援学校

過去の就職先一例
・スターバックスコーヒージャパン株式会社
（コーヒー計量、ミルク補充、清掃等）

・イオン土崎港店
（ホタテの殻むき、寿司作り）

・ごしょの保育園
（環境整備、保育補助）

・福祉サービス事業所利用
（フルーツキャップ、盆灯籠作り、野菜袋詰め等）

〒010-0904 秋田市保戸野原の町７－７５
ＴＥＬ 018-862-8583
ＦＡＸ 018-862-8525
ＭＡＩＬ fuyo@sh.akita-u.ac.jp

本校は知的障害のある児童生徒が通っている
学校です。

学校教育目標

「能力・個性の伸長と社会生活への参加」

児童生徒数 ５６名（R５年４月現在）
小学部 １４名
中学部 ２２名
高等部 ２０名

（高１：７名 高２：５名 高３：８名）

・将来の社会生活を
体験的に知る。

職場での体験
・職業適性を知る。
・卒業後の自立への
意識を高める。

可能性、進路選択

保育園

福祉事業所

環境整備等

軽作業等

本校について 本校卒業生の主な進路先

実習のお願い 就業体験協力のお願いです。

実習学校での
学習

適切な
進路選択



秋田大学教育文化学部附属特別支援学校

時期・期間・内容
は相談させてくだ
さい。

本校では「現場実習」と呼んでおります。実際の職場で働く体験を通して

将来の職業生活に必要な知識、態度等を学ぶ貴重な機会と捉えています。

保険が適用されま
す。

職員が巡回指導に
伺います。

評価の御協力をお
願いいたします。

御都合のよい期間に合わせ
て行います。実習時間につい
ては、学校の日程と実習先の
就業時間を照らし合わせて決
定させていただきます。

事故防止、安全指導は学校で
指導します。万一、事故やけが
物品等の破損が生じた場合は、
生徒が加入している各種保険給
付の対象となります。

実習期間中、生徒の様子を把
握するために、本校職員が実習
先を訪問させていただきます。
また、生徒の実態やねらいに
よって、職員が１日同行させて
いただくことがあります。

生徒が日々の記録として記入
した「実習日誌」に御助言をい
ただくことがあります。
「評価票」には、お気付きの
点を記入していただき、今後の
指導に生かしていきます。

令和５年度の実習予定

６月 ５日（月）～６月 ９日（金） 高等部１年生（校内実習）

６月 ５日（月）～６月１６日（金） 高等部２・３年生

１０月２０日（金）～１１月２日（木） 高等部１～３年生

※上記以外、個々の進路状況に応じて長期休業中などに個別実習を行う場合があります。

校 長 前原 和明
副校長 松井 智子
教 頭 宮野 俊実
高等部主事 菊地 雄平
進路指導主事 髙橋 浩樹
高等部１年 田中 智佳
高等部２年 菅原 美智
高等部３年 小川 順子

進路担当者一覧
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アクセス

産業現場等における実習について


